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世界的に桔抗するグローバリゼーションの波は、資本、労働力、サービスの国境を
越えた移動と海外投資を増加させ、世界の政治・経済の相互依存関係を一層深めてい
る。グローバル化には、功罪の両面があり、光の側面としては貿易の自由化による世
界経済の発展、影の側面としては貧富の格差の拡大、環境、固有文化、文化的多様性
の破壊等が指摘されている(古沢2013 中野 2007)こうしたグローパル化を背景に、
都市への人口一極集中が日本国内では進展し、都市の膨張と農村の衰退といった現象
が見られる。それは、日本国内における食と農の事離を意味し、様々な課題が発生し
ている。
その課題には、農村の担い手不足、食料自給率の低下、都市と農村の距離の拡大、
食習慣病などに見られる食の意味の喪失、さらには、資源制約下における都市型ライ
フスタイルの限界等の問題がある。
本稿は、こうした様々な課題に対し、都市と農村の距離を近づけることで解決策を
示す取組みとして、直売所、農家レストラン、観光農園、農家民宿等に着眼した。そ
の中でも、本稿では、「地域資源に立脚した農家の生活の営みJ(以下、地域資源(生
活の営み)と記述する)を再生している農家レストランに焦点をあて、その現代的意
義を明らかにすることを目的とした。
農家レストランに着眼した理由は以下の点からである。第一に、厳しい環境資源制
約下において農家レストランにおける地域資源(生活の営み)の活用は、重要な意義
を有していると考えたからである。第二に、数ある 6次産業化の取組の中で 2005年
から 2010年の間の誕生数の伸び率が最も高いのが農家レストランであり、社会的需
要も高いと言えるからである。
先行研究では、農家レストランにおける地域資源(生活の営み)の意義と効果につ
いては、農業経営における差別化、地域性のアピール、地域経済への効果、食文化の
活用による農地保全、生産者と消費者の関係構築などが指摘されている。しかし、こ
うした調査は、地域資源(生活の営み)の具体的内容と、その経営的持続性の中での
ダイナミックな変容に関する視点が不十分である。
そこで本稿では、経営を 10年以上持続させている宮城県の農家レストラン 10件に
対し、地域資源(生活の営み)を活用している目的、さらにその効果を農業経営・地
域・都市住民の 3つの視点から考察をし、その現代的意義を考察することを試みた。
宮城県を対象としたのは、農家レストランが 1990年代前半に先駆的に誕生し、全国
の取組みを牽引した地域であることからである。
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結論は以下の通りである。
第一に、農家レストランにおける地域資源(生活の営み)の活用は、都市住民と農
村住民のコミュニケーションであり、それによる地域資源(生活の営み)の発見が重
要である。いわば、農家レストランは、地域における地域資源(生活の営み)を発見
し活用する意義を有していると言える。
第二に、農家レストランは、大きくは地域資源(生活の営み)の活用の目的によっ
て、飲食屈としての側面を重視したものと、都市住民との交流の場づくりの側面を重
視したものの 2つの類型に分類することが考えられる。
第三に、農家レストランにおける地域資源(生活の営み)の発見と活用は、地嚇虫
白性の発揮につながり、都市住民を呼び込む素材となっている。さらに、それは、地
域の誇りやアイデンティティの形成に寄与している。
第四に、農家レストランは、農業経営、地域、都市住民にそれぞれに効果を与えて
おり、特に、都市住民の意識・行動面に変化をもたらしている。その点において農村
と都市の接点としての意義があると言える。
今後の課題としては、農家レストランにおける農村住民と都市住民のコミュニケー
ションが、地域全体に波及するためには何が必要なのか、としづ課題、また農業経営
上の農家レストランの更なる可能性と限界に関する研究が必要である。
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